
 

大人向けアンケート調査結果 

【はじめに】属性について 

①年齢 

・年齢別の回答数は、41～50歳が最も多く30.9％、次いで61～70歳が15.6％、51～60歳が14.1％、

31～40 歳が 13.9％であった。 

 

 

②性別 

・回答者の性別は、男性が 28.1％、女性が 66.9%であった。 

  



 

③居住地 

・回答者の居住地は、世田谷区が 90.6％であった。 

・区内５地域別にみると、世田谷地域が 27.6％、北沢地域が 10.1％、玉川地域が 23.3％、砧地域

が 21.1％、烏山地域が 5.3％であった。 
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④世田谷区での居住年数 

・居住年数は、20年以上が 48.7%と最も多く、半数程度を占めた。次いで 11～20 年が 18.7%、6～

10 年が 11.0％である。１年未満は 7.7％であった。 

 

 

 

⑤住宅形態 

・住宅形態は、持ち家（戸建て）が 47.7％で半数程度を占めた。戸建住宅の居住は持ち家と賃貸

をあわせて 50.3％、集合住宅の居住は持ち家と賃貸をあわせて 46.8％であった。 

 

 



 

⑥家族構成 

・家族構成は、「配偶者・子どもと同居」が 49.4%と最も多く、次いで「配偶者と同居」が 18.2％、

「一人暮らし」が 9.8％であった。 

 

 

⑦アンケートを知った経緯 

・本アンケートを知った経緯は、「その他」が最も多く 35.0％と、次いで「イベントで知った」が

26.1％、「みどりに関する団体を通じて知った」が 19.7％であった。 

 

 

  



 

【１】「世田谷みどり 33」について 

問１ 「世田谷みどり 33」という目標を知っていますか（１つ選択） 

※「世田谷みどり 33」は、「みどりを育み、次世代へと続くみどりを

守っていく」という思いをこめた区の目標である。公募で決まった

マーク（左図）とともに様々な PRで活用している。 

 

 

 

 

 

 

・「世田谷みどり 33」の目標について、「知らなかった」が最も多く 52.5％であった。次いで、「内

容も含めて、知っている」が 20.9％、「なんとなく知っている」が 17.0％であった。程度によ

らず「世田谷みどり 33」を知っている回答者は、あわせて 37.9％であり、内容を知らない回答

者の方が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問２ 「世田谷みどり 33」のもと区が進めているみどりの取組みについてどのよう

な印象か理由もあわせ教えてください（複数選択可）（「世田谷みどり 33」について

ご存じない方もお答えいただければと思います。） 

・「必要性を感じる」が 49.2％と最も多く、次いで「共感できる」が 48.4％、「もっと推進すべき」

が 42.4％であった。続いて、「あまり知られていない」が 25.7％、「イメージしにくい」が 10.1％

である。一方、「共感できない」は０％、「必要性に疑問がある」は 1.0％であった。 

 

 

  



 

《自由記述》 

・世田谷みどり 33に対しては、周知不足が、認知度の低さの要因として多く挙げられた。あわ

せて、目標・内容が伝わっていない不明瞭さに対する指摘もあった。 

・その他、みどりの重要性・必要性や、緑の減少に対する危機感とあわせて、世田谷みどり 33

の必要性への賛同意見があった。 

  



 

 



 

【２】身近なみどりについて 

問３ あなたが身近に感じるみどりを教えてください（複数選択可） 

・身近に感じるみどりとして、「公園」が最も多く 85.9％であった。次いで「緑道」が 66.2％、

「街路樹」が 61.4％、「神社や寺院のみどり」が 50.6％、「農地（畑・田んぼ・果樹園など）」

が 49.9％と続いた。 

 

 



 

 

問４ お住まいの地域のみどりの量をどのように感じているか教えてください（１つ

選択） 

※世田谷区居住者のみ集計 

・地域のみどりの量について、「ちょうどいい」が 44.7％と最も多い。 

・「多い」は 15.3％で、「少ない」は 37.0％であり、「少ない」が「多い」を上回った。 

 

 

  



 

 

 

問５ お住まいの地域のみどりについて、お考えを理由と合わせて教えてください

（１つ選択） 

・地域のみどりについて「増えてほしい」が 48.7%と最も多く、次いで「維持してほしい」が 46.8％

であった。「減ってもよい」は、2.1％であった。 

 

 

 

《自由記述》 

「増えてほしい」と考えている回答者は、その理由として、緑の効果への期待を多くあげた。暑

熱環境への対応を筆頭に、期待する効果は様々である。 

「維持してほしい」と考えている回答者も同様であるとともに、「増えてほしくない」理由はほぼ

無く、減少傾向である現状をみて、減少してほしくない意識や、増やすことの現実的な困難さ

を理由としてあげている。 
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■世田谷地域 

 

 

  

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

木陰が少なく感じる。海外に行くと日本より緑が多い。土や木が増えれば猛暑も少しは凌ぎやすく
なるように思う。

日影がなく、道路が暑く感じるため。
とにかく暑さが凌げる木陰がもっとほしい。街の体感温度を少しでも下げてほしい。

保存木も高齢化で切られて行くものも多いですし、夏の日差しには大木の木陰が必要だと思うの
で。

区内外でメガソーラーが増えたことで地球温暖化が促進されている。木々の伐採をしてまで推し進
める必要はない…むしろ緑は増やすべき

高速道路、R246が通っているいるため空気が汚れている。浄化のため。温暖化防止に少しでも役
に立つように。

生物多様性

大木が消えて、オナガやスズメも消えました。カラスの巣やスズメバチの巣ができてしまう問題があ

り、カットしたのかもしれませんが、淋しいです。駅前に木を植えると何故かムクドリやスズメが夜中
に集まって騒ぎますが、夜に静かにお散歩やウォーキングできるような少し暗く落ち着いた公園が

ほしいです。
緑が好きだから

目にも体感にも良い
大きな公園に行くと、緑がいっぱいで気持ちいいと感じます。

みどりがあったほうがいいから
緑道を歩くときに、季節を感じることができてとても豊かな気持ちになるため。また、夏の暑さも緑

道の効果で比較的涼しく歩くことができているから。
あればあるほど、散歩が楽しくなって、日常生活が豊かに感じます

増えれば増えるほど良い
酷暑のなか、切実に緑の増加の必要性を感じます。木があるだけで風の温度が変わります。また

それだけでなく、緑が少ない場所にずっといると身体が疲れやすくなるのを感じます。とりわけ、何
かと余裕のない学校にこそ、まず、緑を増やすことだけでも心のゆとりができると思います。
公園など限られた場所でしか見かけない気がする

世田谷区のアイデンティティ 子供たちの未来にために公園以外にも、眼にする緑があることが大切だと思うから。
庭付きの戸建てが減り、庭のない戸建てや低層住宅が増えました。今はどの地域よりも一番緑が

少ないと感じています。そのため、季節を感じる草花を植えている家もほとんどなく、夏の涼を作る
樹木もほぼなくなりました。

新築が増える一方で緑が減ってしまっている。新しく立つ建物には木が植えてあるところが少な
い。

個人住宅の相続などで、分割されて庭のある家が減ったり、裸地だった駐車場が舗装されたりし
て、みどりがかなり減っているため。神社のみどりも貸し駐車場になって面積が減っている。

家建て建て替えがあると植物全部無くなるから。
土の面積が少なく思う。

他地域と比較 隣の目黒区に比べると緑道の整備に差が見えるため。

公共空間
学芸大学付属高校の部分が伐採されて老人施設が出来たが、その分の緑はどこかで補ってほし
い。

空地 教学院の緑は維持してほしい。西太子堂公園横に空地があるので買収して拡充してほしい。

２．維持してほしい
大項目 小項目 意見

暑熱環境 日差しを遮るものががないと辛い。
気象緩和 緑があると気持ちが安らぐし、空気も美味しく感じる。

建て替えで全て捨てている。
近隣ではマンションが増え、みどりの減少が進むばかりです。

代替わりで敷地が細分化、立派な樹木が伐採されるのが増えている。
現状より減少してほしくない もっと多ければいいが、現状では難しいこともあるのでせめてみどりを減らさないようにして欲しい。

緑道で満足です。
三宿は素晴らしい北沢川緑道やみどりの森があり、維持管理されている皆様に感謝している。

その他 緑ではないが、空が開けた場所も増えたら嬉しい。
維持管理上の課題 管理の課題/維持費 管理が継続的にできるなら良いが、近隣に迷惑をかける事がなければ良い。

３．減ってもよい
大項目 小項目 意見

維持管理上の課題 虫など 毛虫や蜂が多くて嫌だ

みどりの量
みどりの減少への危機感

緑道

みどりの効果への期待

みどりの量
みどりの減少への危機感

具体的な緑化対象の提案

みどりの効果への期待

暑熱環境

気候変動

心理的な効果

緑の量的・質的増加への期待



 

 

■北沢地域 

 

 

■玉川地域 

 

  

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

暑いから
アスファルトが多いと暑い

年々、暑さが厳しくなってるように感じるし、大きな木がある場所などはやはり涼しい。見た目も緑
が多いと癒される。

温暖化が心配　空気を浄化してほしい
心理的な効果 緑があると心が癒されるから。気持ちいいから。

緑の量的・質的増加への期待 緑は癒されるから

公園の少なさ 公園が少ない

住宅地

生垣や樹木のある戸建住宅が切り売りされ屋敷林が失われて行く。なんとか規制をかけられない

のか。杉並区の友人が「世田谷はもっと緑が多いと思っていたが、杉並の方が多い」と言っていた。
もっと樹木を植えることを区が推し進めて欲しい。それは防災にもつながる。花の苗を配るより樹木

の苗を配ってはどうか。

緑道

北沢緑道の桜並木が高齢化してますし、伐採されています。伐採後はきちんと桜を植え替えして

ほしいです。街路樹が減ってると感じます。暑さ対策のためにも増やしてほしいです。整備された
公園もいいですが、そのような場所は緑（木）が少ないです。増やしてほしいです。

その他 緑地の価値 子どもたちが生きものを知り大切にする気持ちを育める。

２．維持してほしい

大項目 小項目 意見
みどりの効果への期待 暑熱環境 日陰が少なくなってきているから

現状より減少してほしくない ちょうどいいと思います

みどりの減少への危機感
道路建設のため、緑が減ったり、街路樹や公園の樹木が老木になり、枯れたままや切られたまま

になっているのを見ることが増えたので。

増加の困難さ
住宅地なので、増やすのはなかなか難しいと思う　下記の回答は町内にあるもののみで回答して

います
手入れできるギリギリラインだと思う
労働力人口が減少しており、みどりを守っていくことを仕事とする人を増やすことは困難だと思うか

ら「維持」

維持管理上の課題 管理の課題/維持費

暑熱環境

気候変動
みどりの効果への期待

具体的な緑化対象の提案

みどりの量

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

木々がある場所は少し涼しいから
木がたくさんあると木陰ができてきもちいいから

木があると街が涼しいし、
夏がとにかく暑いです。路面の木陰を増やしてください。命の危険を感じています。

気候変動
温暖化対策の他、出来るだけ自然を多く残す事で、子ども達に身近な生態系をリアルに感じて欲
しい

生物多様性 生き物がすめるから

好きだから
子供に自然を感じてほしいから

10年前に比べて緑が増えているという実績があるが、実感がない。老朽化した建物（学校やお屋
敷など）を取り壊す際、必ずと言って良いほど大木を伐採しているのを目にすると、緑が増えてい

るとはとても思えない。また、畑がなくなり大きな集合住宅が建設されるのを見るとよりそう思う。
緑のあった場所に、いつの間にか家が建っているから。
農地が住宅に変わって行ってしまうのが残念

公共の場は増やし自宅etcはへらしたい（緑化制度のかんわ希望）
公園の大木は近年、老化のためか伐採される方向です。土をよくして苗木をどんどん育ててほし

いです。
区から配布のプランターがイマイチなので、そのへんがかわるともっと良い。

空き地 二子玉川らしさを維持してほしいです

２．維持してほしい
大項目 小項目 意見

温熱環境 他の地域とくらべると少しすずしい感じがします。

生物多様性

丸子川にカワセミなどの野鳥もたまに飛来してるのが見られてとても潤いを感じます。また、家の回

りでも古くから広い敷地のおうちでは緑が多く鳥さえずりが聞こえて良い環境なので、あまり小割の
開発などはして欲しくないと思います。

環境が良いのでこの地を選んだから
みどりがあることが住みたいと思う理由のひとつだから

防災 災害等への備え

近所のみどりが宅地化により減少している為
緑が減りつつあると思う為

しかたないが、50年前からみると、緑はかなり減っている。孫やひ孫の世代にも、私が育った頃の
緑体験をさせたい。

昔より緑が減った。国分寺崖線の緑を見るとホッとする
このまま、畑など減らないといいと思います

減らないでほしいと願っています
農地やお屋敷の緑があって維持してほしいが、鬱蒼として暗かったりはする。
かなり現状維持も難しいと思う

その他 緑地の価値 緑は貴重だと思うから

心理的な効果

みどりの効果への期待

具体的な緑化対象の提案

みどりの量

みどりの減少への危機感

現状より減少してほしくない

管理の課題/維持費維持管理上の課題

公共空間

世田谷区のアイデンティティ

みどりの効果への期待

温熱環境

みどりの量 みどりの減少への危機感



 

 

■砧地域 

 

 

  

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

空気が良くなる
空気が浄化されるし、

緑化で夏の暑さ対策になる
気候変動 みどりを少しでも増やして地球の健全な姿をトリモドシテ維持していければと思う。

マンションの敷地内にも緑道にも緑がありとても心が落ち着きますので、街路樹ももっと増えてほし
いなと思っています。

少なくて「東京砂漠」感があり、心がすさむから。
自然と共生できる地域社会の関心を高め、世田谷に帰属意識向上を目指すため

ここに移ってきた理由に緑地の多さがあります。気候変動が進み、環境問題にも関心があります。
人間本位の管理から、多様な生き物がバランスよく生きられる地域のあり方へ移行する必要を感
じています。世田谷区は、都市空間においてそれを実現するためのモデルにならあると思いま

す。さらなる取り組みを期待しています。

団地が壊されるとき、住民が育てた樹木が消え鳥が消え無味乾燥となる

近年、近隣で庭のない住宅や駐車場が増え、樹木が減り、鳥の声をあまり聞かなくなった。

減ってきているように感じているから
宅地化や宅地の分割が進んでいる。コンクリートで固められた敷地が増えた。

新築が増える一方で緑が減ってしまっている。駐車場などでみどりの植栽を義務化するべき。
畑がどんどん廃止になって、戸建て住宅分譲住宅がたくさん増えているため、緑の地域土の地域
がとてもなくなっている。息苦しく感じる。また空き家も多くなって雰囲気的に良くなくない。

宅地化は進んでいるが、花や緑を周囲に感じていたいため。
昔に比べて減ったので

公共空間 公園はあまり多いと防犯によくないと思いますので今くらいでちょうど良いと思います。
住宅地 マンションに付属する緑の取り組みが素晴らしい

空き地 緑があるほうだと思うが、駐車場も広いのでもっとあったほうがいい。

具体的施策の提案 具体的施策の提案

みどりがかなり多い地区だとは思うが、まだ増やせる部分はあると思い、「成城グリーンシティ」を進

める際に、もっと緑化対策のムーブメントを起こしたい。自分は勿論だが、国、都、区は勿論の事、
仲間達を含め、皆で増やしたい。クラウドファンディング、落ち葉掃き、野菜作り、駐車場緑化、シ

ンボルツリー、緑化義務の徹底、コンクリ塀の禁止、雨水浸透、個人の大型宅の相続時に行政の
買い取り公園化等、33達成をムーブメントに。

その他 緑地の価値 自然があっての人だと思うから。

２．維持してほしい

大項目 小項目 意見
気象緩和 緑が豊かな方が気持ちがいいし地球温暖化の緩和に繋がるから。

心理的効果 自宅の部屋から見えるみどりに毎日癒されています
簡単に何十年と経っている木を切ればいいと思う考えの人が多く、どんどん木がなくなっているの

で
住宅地だが、土地建物が更新する度に緑が徐々に減って行く。条例があるとはいえ、かなり伐採
されているのも現実。見張り？取り締まり？をしっかりしてもらいたい。

家が建て替えられるたびに緑が減ってゆくのが寂しい

都心の割にみどりは多いと感じるので、これ以上増やすことは難しくても、減らないようにしてほしい
緑のたくさんある場所なので　無くならないでほしい

維持するのも予算がかかり大変だと思います。
農地が比較的多いのが喜多見ですが、最近はこういったエリアも住宅開発地域になったり後継者
不足で保てない所も増えています。整備されたところより自然のままが維持されていくことも大きな

意味があります。
畑から分譲住宅になっている場所が多くなってしまった。

相続で、宅地が分割されていくので。

具体的な取組提案 行政の支援・インセンティブ

〇所有者が高齢、転出などで管理しきれていないみどりの維持は、行政が協力してあげてほしい

〇落ち葉はきや植栽・除草などのボランティアにはせたペイポイントをつけたり、環境税免除など
インセンティブが与えられないか？

３．減ってもよい

大項目 小項目 意見
虫や鳥が多すぎる　管理、手入れができていない

隣地公園、向かいと裏が畑、自宅の庭はそれなりに広く自分だけでは手入れができないので
交通安全上 歩行や自転車走行の妨げになっているから。草刈りの実施頻度が少ないから。

４．分からない
大項目 小項目 意見

維持管理上の課題 管理コスト 増えてほしいが、維持、管理のコストもかかるから。

維持管理上の課題
虫など

みどりの効果への期待

現状より減少してほしくない

みどりの減少への危機感

みどりの量

管理の課題/維持費維持管理上の課題

具体的な緑化対象の提案

みどりの減少への危機感みどりの量

暑熱環境

世田谷区のアイデンティティ

心理的な効果
みどりの効果への期待



 

 

■烏山地域 

 

 

■区外 

 

 

■不明 

 

 

 

  

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

緑の多い場所、特に大きな木が多い場所は真夏日でも少し他よりも涼しい。木陰の多い街になる
と良い。UR芦花公園団地くらいの緑地バランスが理想。

緑がないために猛暑に拍車をかけていると思います。自宅の近くに多くの緑がありますが、夏はな
い住宅街と比べて全く空気が違います。

猛暑
日陰がもっとあってよいと思うから。
みどりはあるけれど、荒れていたりもするので、心地よいみどりが増えてほしいです

公園はどこも同じ樹が植えていて個性が無いのが残念です。義務感だけで維持されている様子が
見受けられます。それが残念です。

甲州街道や松沢病院、芦花公園などの大きな部分は維持しつつ、もっと身近な小さな公園などに
も緑が増えると良いなと思います。

具体的な緑化対象の提案 住宅地
住宅街にも緑を増やす啓蒙活動が大切と感じる。玄関先から公道までコンクリートで埋め立てられ
た家や集合住宅が多い。公道まで

２．維持してほしい
大項目 小項目 意見

みどりの効果への期待 心理的効果 近くの松沢病院、将軍池公園を散歩をすると、近くに自然を感じて気持ちがいい。
みどりの減少への危機感 農地や緑地が減少しているから。

現状より減少してほしくない 緑があると安らぐ　増やすのは難しいかもしれないので、せめて維持したい
伸び過ぎて歩きにくい。川の中も草が伸び過ぎて虫がひどい
増やして欲しいが、落ち葉の掃除や整えたりするのが大変そうなのを見ているので維持を選びまし

た。

暑熱環境

緑の量的・質的増加への期待

みどりの効果への期待

管理の課題/維持費維持管理上の課題

みどりの量

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

少ないため。緑が目に優しい
木と花を増やしてくれたらうれしい

世田谷区のアイデンティティ さらに増えることにより街が豊かになりそうだから

２．維持してほしい

大項目 小項目 意見
気象緩和 管理は大変だと感じますが、地球温暖化などに必要性があるから

生物多様性
国分寺崖線は区内に残された豊かな広葉樹林、豊富な湧水を擁しており、希少な動植物のすみ
か、生息地となっている

現状より減少してほしくない これ以上減らして欲しくない

増加の困難さ 増やす土地がない

緑道 近くには日本一の長さを誇る桜並木があるため。

その他
新宿区は公園が多いだけではなく、百人町のポケットガーデンみたいな小さい緑もあるため、ちょ
うどよい街になっている気がします。

４．分からない
大項目 小項目 意見

その他 特に意見なし 特にありません。

心理的効果
みどりの効果への期待

みどりの効果への期待

みどりの量

具体的な緑化対象の提案

１．増えてほしい ※大項目、小項目は世田谷区の整理による。意見は原文ママ
大項目 小項目 意見

気持ちいいから
リラックスできるから
緑が豊かな方が好きだから

みどりの量 みどりの減少への危機感 現在の人口密度を減らしゆとりのある空間にみどりが必要と考えるため

２．維持してほしい
大項目 小項目 意見
みどりの量 増加の困難さ みどりは少ないと思うが、増やすことは現実的でないため。

具体的な緑化対象の提案 住宅地 住宅街だが、植物を飢えている自宅が多い

みどりの効果への期待 心理的効果



 

 

問６ （増えてほしい、維持してほしい）を選んだ方のみお答えください。今後も残

したい、さらに増やしたいみどりを教えてください（複数選択可） 

・「公園」が最も多く 68.1%、次いで「街路樹」が 59.8％、「緑道」が 59.3％、「農地（畑・田んぼ・

果樹園）」が 44.3％、「学校のみどり」が 41.6％と続いた。 

 

 

 

 

公園

街路樹

緑道

農地（畑・田んぼ・果樹園など

学校のみどり

公共施設のみどり

神社や寺院のみどり

生垣・庭（戸建て）

河川・池

商業施設のみどり

生垣・庭（共同住宅）

自宅の庭・ベランダや屋内の植物

お屋敷のみどり

国分寺崖線

空地

その他

未回答

68.1%

59.8%

59.3%

44.3%

41.6%

37.1%

35.7%

29.4%

27.7%

26.0%

24.9%

23.8%

21.9%

20.8%

13.6%

1.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=361】



 

 

【３】みどりに関する活動について 

問７ 現在取り組んでいる「みどり」の活動について、以下の中から該当するものを

教えてください（複数選択可） 

・「庭やベランダ等で植物を育てる」が 65.9％と最も多い。次いで「散歩やランニングで緑道や河

川敷を利用している」が 41.2％、「屋内で観葉植物を育てる」が 32.9％、「区内農産物を買って

いる」、「子どもの遊び場として利用している」が 27.3％と続き、日常生活の中でみどりに触れ

る活動が上位を占めている。 

 

 

 

  



 

 

問８ みどりの活動について、あなたの考えにもっとも近いものを教えてください

（１つ選択） 

・「現在の活動を継続していきたい」が 47.5％と最も多い。「新たな活動を行いたい」の回答者

14.9％と合わせると回答者の 62.4％が活動意欲を持っている。「活動に興味がない」、「現在の活

動をやめたい」の回答者はあわせて、3.6％であった。 

・「活動に興味はあるが、時間や環境の制約があり難しい」が 32.4％であった。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の活動を継続

していきたい

47.5%

新たな活動

を行いたい

14.9%

活動に興味はあるが、時間や

環境の制約があり難しい

32.4%

活動に興味がない 3.1%

現在の活動をやめたい 0.5% 未回答

1.7%

【N=417】



 

 

問９ 今後、取り組んでみたい「みどり」の活動を教えてください（複数選択可） 

・「日常的に緑の多い場所を利用したい」が 48.9％と最も多く、次いで「自宅で植物を育てたい」

が 43.6％、「子どもと一緒に自然と触れ合いたい」が 30.7％と続いた。「農作業体験に参加した

い」が 26.4％、「野鳥観察やエコツアーなどのイベントに参加したい」が 22.5％、「地域の落ち

葉清掃や緑化活動に参加したい」が 20.1%であった。 

 

 

 

《自由記述》 

・具体的なみどりの保全・維持管理活動から情報発信など様々である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的に緑の多い場所を利用したい

自宅で植物を育てたい

子どもと一緒に自然と触れ合いたい

農作業体験に参加したい

野鳥観察やエコツアーなどのイベントに参加したい

地域の落ち葉清掃や緑化活動に参加したい

情報提供（講座やSNSなど）を受けてみたい

特に考えていない

その他

未回答

48.9%

43.6%

30.7%

26.4%

22.5%

20.1%

10.1%

6.2%

3.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 10 みどりの活動を行う際の課題があれば教えてください（複数選択可） 

・「仕事で時間がつくれない」が 36.9％と最も多く、次いで「情報やきっかけがない」が 33.1%、

「子どもの世話があり、時間がつくれない」が 21.1％と続いた。 

・「特にない」は 16.1％であった。 

 

 

 

《自由記述》 

・課題として、人員不測や場所の不足があげられた。また、周囲の人々の参加意識の問題である

指摘もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事で時間がつくれない

情報やきっかけがない

子どもの世話があり、時間がつくれない

特にない

知識がなく、自分にできるか不安

費用・経費がかかる

体力や健康上の理由で難しい

その他

未回答

36.9%

33.1%

21.1%

16.1%

15.3%

14.9%

11.0%

6.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

【４】みどりについて感じていること 

問 11 みどりには多くの効果があります。次の中からあなたが関心のある「みどり

の効果」の番号をすべて選んでください（複数選択可） 

・「涼しい、木陰を提供してくれる」が最も多く 87.3％、次いで「空気をきれいにし、気温・湿度

の調整に役立つ」が 79.1％であった。 

・続いて、「水辺や木や草花が生きものの「住みか」となっている」が 65.7％、「花やみどりが街

並みを美しくし、街の印象を向上させる」が 63.5％、「木や草のにおいで気持ちが落ち着く」が

63.1％、「季節の移り変わりを実感でき、時間の流れを感じられる」が 62.1％、「雨水を大地に

吸収し貯え、地下水などを豊かにする」が 61.9％、「子どもがのびのびと外で遊べる」が 60.0％

であった。 

・「特に感じない」は 1.7％であった。 

 

 

 



 

 

問 12 「みどりの効果」が生活に与える影響についてどう思いますか（１つ選択） 

・「みどりの効果」が生活に与える影響については、「とても大切だと思う」が 85.4％で最も多い。

「とても大切だと思う」と「ある程度大切だと思う」を合わせると 96.2％である。一方、「あま

り大切ではないと思う」の回答は 0.0％（0件）であった。 

 

 

 
 
問 13 あなたご自身のみどりへの関心度を教えてください（１つ選択） 

・「非常に関心がある」が 57.3％で最も多い。「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を

合わせると 94.9％である。一方、「あまり関心がない」と「まったく関心がない」は、全体の

3.8％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

未回答

57.3%

37.6%

3.6%

0.2%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 14 世田谷の魅力を高めるうえで、みどりは必要だと思いますか（１つ選択） 

・魅力を高めるみどりの必要性については、「強くそう思う」が最も多く 72.4％である。「どちら

かといえばそう思う」が 21.8％で続く。「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の

回答者はあわせて全体の 1.5%であった。 

 

 

 

 

 

  

強くそう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかというとそう思わない

そう思わない

分からない

未回答

72.4%

21.8%

2.6%

0.5%

1.0%

0.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 15 世田谷のみどりの状況についてどのように感じているか理由とあわせて教え

てください（１つ選択） 
・「どちらかというと満足している」が 31.4％で最も多い。「大変満足している」が 9.6％、「満足

している」が 26.4％であり、これらを合わせると 67.4％である。 

・また、「どちらかというと不満である」、「不満である」、「とても不満である」を合わせると 18％

である。 

 

 

 

《自由記述》 

・「大変満足している」「満足している」「どちらかというと満足している」の回答者は、緑の量的

な充足を筆頭に、緑の効果の発揮、緑の維持管理の状態等、満足している要因がいくつかに分

かれた。 

・「どちらかというと不満である」、「不満である」、「とても不満である」の回答者は、その反対に、

みどりが減少している現状と、緑の効果の発揮不足、維持管理の質の低さ等を指摘している。 

 

 

 

 

 

  

大変満足している

満足している

どちらかというと満足している

どちらともいえない

どちらかというと不満である

不満である

とても不満である

分からない

未回答

9.6%

26.4%

31.4%

11.5%

9.8%

5.3%

2.9%

1.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 16 今後の世田谷のみどりについて、どのようにお考えか理由とあわせて教えて

ください（１つ選択） 

・今後のみどりについて「増えてほしい」が 60.9％と最も多く、次いで「今の状態を維持してほ

しい」が 33.1％であった。「減っても仕方ない」は 1.9％であった。 

 

 

 

《自由記述》 

・「増えてほしい」の回答者は、環境対策や生活における緑の必要性に言及している。 

・一方、「今の状態を維持してほしい」の回答者は、維持管理の重要性を指摘している他、増加さ

せることの現実な困難さを理由としている。 

  

増えてほしい

今の状態を維持してほしい

減っても仕方ない

分からない

未回答

60.9%

33.1%

1.9%

2.2%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 17 みどりのある環境で感じる「悪いこと（デメリット）」について、以下の中か

ら該当する番号をすべて選んでください（複数選択可） 

・「メンテナンスや管理に費用や手間がかかる」が最も多く 51.1％である。 

・次いで「落ち葉などで側溝や排水溝が詰まる」が 44.4％、「枯れ枝落下や倒木等の危険がある」

が 39.1％、「害虫（毛虫など）や害獣（ハクビシンなど）の発生が懸念される」が 36.5％と続

く。 

・「特に感じない」は 13.4％であった。 

 

 

  

落ち葉などで側溝や排水溝が詰まる

メンテナンスや管理に費用や手間がかかる

枯れ枝落下や倒木等の危険がある

草木が茂り、不法投棄の場所になる懸念がある

通行等に影響がある（枝がのびたり、根が成長して
舗装が凸凹になる等）

植物の根や枝による建物の基礎や塀への損害がある

枝・葉など植物が隣地にはみ出しトラブルになる

種子や実、落ち葉が飛散して迷惑になる

害虫（毛虫など）や害獣（ハクビシンなど）の発生が
懸念される

アレルギーや花粉など健康面での影響がある

樹木等が陰をつくり、日照不足による生活への影響がある

湿度が高くなり、カビの原因になる

みどり以外のほかの用途（宅地等）にスペースを使った
方がいい

区の緑化に関する規制や制限が厳しい

特に感じない

その他

未回答

44.4%

51.1%

39.1%

22.3%

27.3%

12.9%

24.0%

12.5%

36.5%

16.5%

1.9%

2.9%

1.4%

2.9%

13.4%

1.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

【５】世田谷区の取組み等について 

問 18 次の世田谷区の取組みのうち、ご存じのものを教えてください（複数選択可） 

・知っている取組みについては、「公園・緑地の整備、改修」が 58％と最も多く、次いで「公園緑

地の管理運営」が 48.4％、「国分寺崖線の保全」が 34.3％、「農のみどりの継承」が 30.7％と続

いた。 

 

 

  

国分寺崖線の保全

水環境の維持・増進

農のみどりの継承

社寺林・屋敷林や身近な民有地のみどり保全

公園・緑地の整備、改修

公園緑地の管理運営

民有地の多様なみどりづくり（花づくり、緑化指導等）

みどりの公共・公益施設づくり（道路、学校、鉄道上部等）

外来種や野生生物の対応

みどりによる安全な街づくり

みどりの暮らしを楽しみ伝え、活動を増やし協働する

未回答

34.3%

21.1%

30.7%

22.1%

58.0%

48.4%

20.9%

19.2%

15.6%

13.7%

14.6%

14.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 19 みどりを守り増やすために世田谷区が取り組むべきと考える事業を教えてく

ださい（複数選択可） 

・「公園の整備や魅力向上を進める」が 47.5％と最も多く、次いで「民有地の緑化や維持管理を区

が援助する」が 46.5％であった。 

・続いて、「みどりによる安全な街づくりを進める」が 36.5％、「条例などで、みどりの保全に係

わる規制を強化する」が 35.7％、「公共施設の建物の緑化を推進する」が 33.1％、「在来種の保

護や外来種の侵入防止に取り組む」が 31.4％であった。 

 

 

 



 

 

問 20 世田谷区が実施するみどりに関するイベントで知っている又は参加したこと

があるイベントを教えてください（複数選択可） 

・「農業イベント（区内の農家が栽培した花や野菜などの品評展示、販売を行い、都市農業をＰＲ

するイベント）」が 36.9％、次いで「各公園でのイベント（公園の整備・改修の際に実施するワ

ークショップやオープンパーク、生きもの調査、大規模公園で開催する様々なイベント）」が

34.1％、「まちの生きものしらべ（区内の生きものを観察し、地域の自然を楽しみ学ぶイベント）」

が 33.1％と続いた。 

落ち葉ひろいリレー（みどりの恵みに感謝する気持ちで
行う落ち葉ひろいを地域の中でリレーのようにつなげ
るイベント）

まちの生きものしらべ（区内の生きものを観察し、地域
の自然を楽しみ学ぶイベント）

ガーデニングフェア（例年６月に開催しており、区民の
皆様にみどりに関心を持っていただけるようみどりに
関する取り組みの紹介などをするイベント）

各公園でのイベント（公園の整備・改修の際に実施する
ワークショップやオープンパーク、生きもの調査、大規
模公園で開催する様々なイベント）

農業イベント（区内の農家が栽培した花や野菜などの
品評展示、販売を行い、都市農業をＰＲするイベント）

未回答

17.7%

33.1%

26.1%

34.1%

36.9%

27.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 21 区の外郭団体である（一財）世田谷トラストまちづくりでは、区民ボランテ

ィアとともに、緑地の保全活動や自然観察会などのイベント、個人の庭を市民緑地と

して地域に公開し、みどりを保全する取組みなどを行っています。これらについて、

関心のあるもの、期待することについて教えてください。 

・関心のあるもの、期待することについては、「自然や生きものとふれあえるイベントに関心があ

る」が最も多く 46.8％であった。次いで、「園芸やガーデニングについて学んでみたい」が 35.5％

であった。 

・「市民緑地をたずね歩いてみたい」が 26.4％、「みどりの保全活動に参加してみたい」が 23.0％

であった。 

 

  

自然や生きものとふれあえるイベントに関心がある

 みどりの保全活動に参加してみたい

園芸やガーデニングについて学んでみたい

市民緑地をたずね歩いてみたい

トラストまちづくりのイベントなどの情報を知りたい

その他に関心や期待すること

未回答

46.8%

23.0%

35.5%

26.4%

14.6%

3.1%

13.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【N=417】



 

 

問 22 「世田谷のみどり」で思い浮かぶイメージや場所、もしくは「あなたのお気に

入りのみどり」を理由やエピソードとともに教えてください。（抽象的でも、具体的で

も結構です。出来ましたら場所も記載ください。） 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

・最も多くあがった場所（固有名詞）は、「砧公園」であった。サクラや芝生、木陰など、季節感

や涼しさがキーワードとしてあげられている。公園は、他に「駒沢公園」「芦花公園」「羽根木

公園」「世田谷公園」「馬事公苑」などがあげられた。 

・公園以外の緑地としては、「国分寺崖線」「等々力渓谷」があげられ、樹林地や小川、涼しさな

どがキーワードとしてあがっている。その他に、河川、緑道、農地、社寺林・屋敷林などが、み

どりとしてあがった。 

・みどりに対するイメージとしては、生き物、癒し・リラックス、涼しさ・快適さ、季節感、子ど

もの遊びなどが、あがった。（一部意見や要望も含まれている） 

 

  



 

 

問 23 みどりの啓発についてご意見があれば記載ください。 

 



 

 

 

 

・啓発の方向性として、実体験やみどりの価値の理解の重要性があげられるとともに、情報発信

手段の充実について意見があった。また学校や家庭での取組の重要性、必要性もあげられた。 

 

  



 

 

問 24 みどりの保全・創出についてご意見があれば記載ください。 

 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

・みどりの保全・管理の負担に対する経済的インセンティブの必要性があげられた。インセンテ

ィブの内容は、税による負担軽減、補助金や助成金の活用の他、区の地域通貨等の活用に関す

る意見もあった。 

・農地や民有地のみどりの減少に対する意見として、相続税や土地の買取等によるみどりの保全

や、事業者の開発への対応が主にあげられた。 

・みどりの維持・管理について、ボランティアだけではない管理体制の強化や管理水準の向上、

道路の安全確保の視点が主にあげられた。 

・区民参加・協働については、より促進していくべきとの意見の他、情報発信の充実やイベント

等を活用した区民参加の重要性があげられた。 

  


